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５年ぶりに開催！

水源祭り　～雨乞い神事～

　６月１６日（日）吉賀町にある高津川の水源地「大蛇ヶ池」にて、水源祭りが開催されました。

　当日は、吉賀町ふるさと応援大使のごんごんじいも参加し、よさこいや八久呂太鼓、恵比須舞などの演

目披露のほか、地元住民の方々による、うどんやピザなどの屋台が並びました。

　地域の方と吉賀高校生の手づくりの藁蛇を池にくぐらせ、一本杉に巻き付けて雨を願う伝統神事の迫力

は圧巻です。

　当日雨乞い神事というだけあって、晴れだった天気もパラパラと雨に恵まれる場面もあり、５年ぶりの

祭り開催は大いに盛り上がりをみせました。
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トピックス
話題・できごと

フラワーサークルの皆さんが町長に花束を贈られました

　６月４日火曜日にフラワーサークル代表の清水幸子さん、澄川恭子さん、花崎好惠さん、松田みづえさ

んが、自分達が育てたダリアやコスモス、ヒメヒマワリなどを花束にして、町長に贈られました。

　フラワーサークルの皆さんは、当日来られなかった寺戸れい子さん、松田照美さんの６名で、１年前か

ら休耕田を活用して季節の花を植え、フラワーアレンジメントなどにして六日市地区の公共施設に贈られ

ています。今年もよしか病院、六日市小学校、六日市中学校に贈られるそうです。

　代表の清水さんは、「花を見て、なごんでもらいたい。この活動を今後も続

けていきたい。」と笑顔で話されました。

　町長は、突然の訪問に驚き、「皆さんの優しさが感じられる素敵な花束ですね。

ありがとうございます。」と感謝の言葉を送られました。

オーガニック給食の日を実施しました

　以前より使用している有機米に加えて、この日はすべての野菜について無農薬栽培の

ものを使用し、全小中学校に約４００食が提供されました。また、この日は「まるごと

よしかの日」とも題して、主菜や副菜には町内の豆腐屋さんが作った木綿豆腐や油揚げ

を使用し、味噌は地元の加工所で作られたものを使用しました。牛乳と調味料を除くと

１００％町内産の食材を使った給食になっています。

　当日は六日市小中学校のランチルームに町長や柿木村有機農業研究会の方々をお招

きしました。児童生徒のみなさんに向けてお話ししていただき、給食を一緒に食べて

いただきました。

　今回の「オーガニック給食の日」は、子どもたちにより安心安全な食材を提供したいという願いのもと、

生産者の方や調理現場の方などたくさんの方にご協力いただき、実施することができました。ありがとう

ございました。

　第２回目の「オーガニック給食の日」は秋頃に実施を予定しています。

ご飯

　…米（立河内絆、田村　正人、土井　義則、渡邊　周治）

揚げ豆腐の野菜あんかけ

　…木綿豆腐（金水豆富店、田村とうふ店）　にんじん（齋藤　由美子）　玉ねぎ（小田　理）

　　いんげん（杉ノ内　孝太）

シャキシャキポテトサラダ

　…じゃがいも（田村　政子）　きゅうり（杉ノ内　孝太）　小松菜（河口　貴哉）

よしかたっぷり味噌汁

　…味噌（柿木村農産加工組合）　油揚げ（金水豆富店、田村とうふ店）　キャベツ（佐藤　千栄子）

　　にんじん（齋藤　由美子）　大根（田村　勝美）　玉ねぎ（小田　理）　ねぎ（石井　政信）

６月２７日の献立

　吉賀町の学校給食の取組みとして、６月２７日に第１回目となる「オーガニック給食の日」を実施しま

した。
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トピックス
話題・できごと

吉賀町内における救急搬送状況と「よしか健康ダイヤル２４」の活用について

　３月１日より「よしか病院」が開設され４カ月が経過しました。医師の働き方改革が４月からスタート

し、医師をはじめとする医療従事者の少ない「よしか病院」では夜間の救急対応を行っておりません。

　町民の皆様にはご不便等をお掛けしておりますが、皆様方のご理解とご協力により、安定した病院運営

ができていることに感謝申し上げます。

　以下に、柿木分遣所及び六日市分遣所の計２台の救急車による救急搬送人数の状況をまとめ、簡易な分

析をしています。引き続き適切な救急対応についてご理解、ご協力をお願いします。

【柿木分遣所・六日市分遣所の救急搬送の状況】

　昼間の救急搬送人数の平均は２１人 /月、夜間の救急搬送人数の平均は１３人 /月であり、よしか病院

を開設した３月以降は昼間の搬送人数が平均を上回り増加傾向、夜間の搬送人数が平均を下回り減少傾向

となっています。この要因としては、「よしか病院」で夜間の救急対応を行っていないことから、町民の

皆様が昼間の時間帯に早目の救急受診をしておられるのではないかとも考えられます。

　なお、３月以降の夜間の救急搬送人数４９人のうち４７人が益田市内の救急病院、２人がその他の救急

病院へ搬送されています。

　救急車を呼ぶか迷った場合は「よしか健康ダイヤル２４」を活用してみてください。同封のチラシに「シー

ル」を添付していますので電話機や冷蔵庫等に貼れば安心です。

　ただし、呼吸や意識が無い、突然の手足の麻痺、激しい頭痛・胸痛などの症状がある場合は、迷わず

１１９番通報して救急車を呼びましょう！

【よしか健康ダイヤル２４】
通話料・相談料（いずれも無料）

☎　０１２０－１２０－０８０
受付時間（２４時間・年中無休）

電話による健康相談サービスです。同封シールも利用してください。
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令和６年度吉賀町消防操法大会が開催される！

　６月９日（日）大野原運動交流広場において、令和６年度吉賀町消防操法大会が開催されました。

　この大会は、迅速、的確かつ安全に消防活動に従事できるよう定められた、消防用機械器具の取扱い及

び操作方法を習得する為に、毎年開催されています。

　大会当日は、雨が降る悪天候となりましたが、訓練の成果をいかんなく発揮され、迫力ある操法を披露

しました。

ポンプ車の部

優　勝　第３分団（柿木）

準優勝　第２分団（七日市）

第３位　第１分団（六日市）

小型ポンプ車の部　

優　勝　第８分団（木部谷・大野原）

準優勝　第７分団（下須・白谷）

第３位　第５分団（蔵木・樋口・田野原）

トピックス
話題・できごと

中国地区スポーツ推進委員研修会

　６月２９・３０日に広島県福山市で中国地区スポーツ推進委員研修会が開催され、中国地区のスポーツ

推進委員ら約１０００名が一堂に会し研修をおこないました。

　今回は「エスキーテニス」「ウォーキングサッカー」「インドアクッブ」「身体の調子を整える体操」の

実技研修をおこないました。

　吉賀町スポーツ推進委員はこの他にも各種研修に参加し、地域スポーツの拡大

発展に資する為、日々活動しています。各種ニュースポーツ等の指導や事業の企

画等のご要望がありましたら、教育委員会までご相談ください。

令和６年度全国市町村教育委員会連合会功労者表彰の受彰

　前吉賀町教育委員の武岡伸彦さんが、委員としてお勤めいただき、吉賀町の教

育活動に貢献されたことが評価され、「全国市町村教育委員会連合会功労者表彰」

を５月２２日に受彰されました。

　この表彰は、８年以上市町村教育委員の職にあった方を表彰するもので、６月

２７日に開催された吉賀町教育委員会会議に併せて、中田教育長より表彰状の授与

が行われました。
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トピックス
話題・できごと

棚田オーナー（柿木小学校）が草取りをおこないました。

　７月４日（木）大井谷の棚田において棚田オーナー（柿木小学校５、６年生）が草取りをおこないました。

　梅雨真っ只中ということもあり、雨により当初予定していた日程を変更し、よ

うやく作業することができました。当日も棚田に到着した際には雨が降っていま

したが、「このぐらいの雨なら大丈夫！」という児童の声に背中を押され雨天決

行となりました。棚田には浮草が一面に拡がっており、用意した虫取り網で頑張っ

て掬いました。作業後には食改さんからフルーツポンチの差し入れもいただきま

した。棚田オーナー全体での草取り作業は６月２３日（日）に予定しておりまし

たが、強雨のため残念ながら中止となりました。

水田雑草対策の現地研修会を実施しました

　６月１０日（月）有機米生産者やＪＡなどの関係者が集まり、福川地区の水田で歩行型水田除草機の現

地研修会を開催しました。

　化学合成農薬を使用しない水稲有機栽培では、除草に係る作業時間が課題の１つとなっており、それら

の解決に少しでも役立てればと考え、みひろ化成（株）の関連会社で、岡山市にあるみのる産業（株）の

協力のもと実施しました。

　今回、使用した歩行型水田除草機はみのる産業（株）と島根県農業技術センター

が共同で開発した振動ブラシ式歩行型になっており、前後２列に配列したブラシ

が左右に振動することによって、条間、株間の雑草を効率よく除草できる機械と

なっていました。当日参加された皆さんは、担当者から機械の説明を受けたのち、

実際に水田の中で除草する様子を真剣な眼差しで見ていました。

　また、６月１９日（水）には、益田管内の関係者を集めて立戸地区の水田で試験的に導入したアイガモ

ロボの現地研修会を開催しました。

　アイガモロボとは、ソーラーパネルによるモーター駆動で下部にあるブラシを回転させ、水を濁らせな

がら自動で動き回ることにより光を遮り、雑草の出芽や生長を抑制する機械のことを言います。アイガモ

農法に着想を得て開発されたためこの呼び名が付きました。ＧＰＳにより水田内を自動走行し、晴天であ

ればバッテリーの交換の必要がなく、設定した時間内であれば水田の中を縦横無尽に動き回るため除草に

かかる労力を大幅に削減できると言われています。

　参加者は、新型で軽量のアイガモロボも紹介され、それぞれの特徴について説

明を受けた後、水田を自動で動き回るアイガモロボを興味深く観察していました。

　町ではオーガニックビレッジ宣言をしており、環境に配慮した農業の確立に向

けて、今後も様々な取組みをする予定としています。

婚活イベントの開催について

日時：１０月１９日 (土 )・２０日 (日 )

場所：吉賀町柿木５３９－２　ＨＥＫＩＣＨＩ ＫＡＫＩＮＯＫＩ
詳細：左記のＱＲからご確認下さい。
主催：手作り自治区かきのきむら　地域振興部会
後援：吉賀町
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テニス
　

　　６月８～９日、国民スポーツ大会（旧・国体）島根県予選大会が安来市で開催されました。ふるさ

　と選手登録し、岩本晋之介さん（六日市中学卒・関西大学３年）が出場しました。

国民スポーツ大会　島根県大会・成年の部　優勝

中国高校総体　吉賀高校　団体ベスト８

トピックス
話題・できごと

　

　　６月１５～１７日、中国高校総体が岡山県で開催されました。全国インターハイのシード決めをす

　る地区大会ですが、各県の代表校や各県上位校が出場し、８月の全国大会に向けて力試しになる大会

　となりました。

　選抜された５名と総当たりを行い、４試合全勝し１位で島根県代表（２年ぶり

２回目の代表）となりました。

　もう１人の代表はジュニア時代からのライバルの岡山大学２年の選手になりま

した。

　　成年の部は、この後の中国ブロック大会で上位にならなければ本大会（佐賀大会）に出場すること

　ができません。中国ブロック大会は７月１３～１４日に開催され、再び帰省し島根県のために戦います。

　２年前の栃木国体の時のように後輩の高校生たちと一緒に本大会に出場できれば嬉しいです。

　　本大会は佐賀市で９月に開催されます。応援よろしくお願いいたします。

　吉賀高校の団体は中国高校総体初出場ですが、島根県大会を優勝したので１回

戦はシードされ、２回戦から登場し広島県の比治山女子高と対戦し勝利しベスト

８に入りました。次の準々決勝は第２シード校に敗れましたが、団体初出場で中

国高校総体ベスト８は再び吉賀高校の歴史を作りました。

　全国高校総体は大分市で８月上旬に開催されます。応援よろしくお願いいたし

ます。

サッカー

　　６月１５～１６日、日本マスターズ２０２４サッカー競技中国予選会が米子市で

　開催されました。島根県社会人リーグ１部に所属する紫逅倶楽部から岩本岬さん、

　大石起都登さんが島根県選抜に選出され、２日間で４試合を行いました。

　　２勝２分で負けなし無失点で予選を終えましたが、惜しくも中国地区２位となり、

　全国大会出場権は獲得できませんでした。この経験を生かして、県リーグでの活躍

　を祈っています。

紫逅倶楽部の選手が島根県選抜に選出

　６月１日に行われた１次予選を１位通過し、２次予選では２位となりまし

た。選手達は現在、７月６日松江市総合体育館にて行われる島根県小学生バ

レーボール大会に向けて日々練習に励んでいます！

【混合西部２位】

　　鹿足郡を中心に活動するバレーボールクラブ、吉賀ＪＶＣが６月１５日に第４４回全日本バレーボー

　ル小学生大会島根県大会混合西部地区大会２次予選に出場しました。

第４４回全日本バレーボール小学生大会島根県大会
バレーボール
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縮
梱
包
し

て
一
時
保
管
後
に
再
商
品
化
事
業
者
に
渡

す
業
務
等
を
担
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

処
理
場
に
搬
入
さ
れ
て
い
た
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク(

ピ
ン
ク
色
袋)

と
カ
ン
類

の
仕
分
け
作
業
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
搬
入

物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
手

選
別
室
に
送
ら
れ
、
皆
さ
ん
で
仕
分
け
を

し
た
後
に
、
機
械
で
圧
縮
さ
れ
ま
す
。
仕

分
け
を
し
て
み
る
と
分
別
方
法
の
不
適
切

な
も
の
が
散
見
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
作
業
時
間
に
大
幅
な
ロ
ス
が
発
生
す
る

こ
と
も
良
く
分
か
り
ま
し
た
。
広
報
誌
や

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

サ
ン
ネ
ッ
ト
に
ち
は

ら)

な
ど
を
通
じ
て
正
し
い
分
別
方
法
な

ど
の
周
知
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

十
分
で
な
い
こ
と
も
痛
感
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
施
設
内
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
工

房
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
は
柿
木

小
学
校
か
ら
４
年
生
13
名
と
先
生
も
来
所

さ
れ
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
体
験
教
室
に
も

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

業
務
・
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
内
の

環
境
対
策
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
環
境
対
策
に
貢

献
す
る
一
施
設
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
私
は
、
今
回
の
作
業
体
験
な
ど
か
ら
、

環
境
問
題
の
解
決
に
は
一
人
一
人
の
心
掛

け
と
行
動
が
如
何
に
必
要
で
あ
る
か
を
学

【柿木小学校の皆さんと】 【仕分けの様子 (中央が自分 )】
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ご存知ですか？　地域みらい留学の歴史吉賀高校支援室だより

　「地域みらい留学」は、日本各地にある魅力的な公立高校の中から、住んでいる都道府県の枠を超えて、

自分の興味関心にあった高校を選択し、高校３年間をその地域で過ごす国内進学プログラムです。高校進

学の時点で、「自分のやりたいことに向かう」、「自分らしさを探る」、あるいは「自分自身の変化や成長の

ために新しい環境に身を置く」ことを選択する、そんな時代となりました。

　令和６年現在、受け入れ高校は全国で１３９校に上りますが、この「地域みらい留学」発祥の地がここ

島根県だということをご存じでしょうか？隠岐島前高校で始まった「島留学」は、島根県内の高校に広が

り「しまね留学」となり、２０１８年度からは全国で「地域みらい留学」と発展しました。吉賀高校にお

いては２０１４年に初めて県外生徒の募集を開始しました。

　地方の公立高校が学校存続をかけて打ち出した全国を対象にした生徒募集でしたが、都市部の学校では

実現できない、最大の特徴は「地域とのつながり」と言えるかもしれません。

　島根県は「県立高校魅力化ビジョン」において、高校の魅力化はまちの魅力化であり、地域と学校が協

働 (※１)し、よりよい社会を実現していくことを目標に掲げています。

　「聖域」とも言われた教育分野へ行政や一般町民が踏み込むことには抵抗があるかもしれませんが、踏

み込まなければ「協働」など実現しません。踏み込む、と言っても何も武器をもって乗り込むわけではな

く、同じ目線で対話ができるよう踏み込むのです。

　去る６月２２日（土）六日市基幹集落センター大集会室において、第 1回吉賀高等学校支援協議会（コ

ンソーシアム ( ※２)）総会が開催されました。令和５年度の事業・決算報告と令和６年度の事業計画・

予算について提案、可決されました。後半は、吉賀高校から「社会に開かれた教育課程の実現」について、

支援室から「高校を核とした地域創生」について、島根県教育委員会の担当者から「島根県がめざすコン

ソーシアムの姿」について提示がありました。支援協議会は、様々な立場や価値観の人たちが関わり、高

校とまちと地域が対等な関係で共通の課題に取り組んでいく共同体をめざしているところです。

　※１協働：やってもらう、やってあげるの関係ではなく、対等の立場で共通の課題に取り組むこと。

　※２コンソーシアム : 共同体、連合体のこと。

☆☆☆上下水道コラム☆☆☆

水道出前講座を行いました !
　六日市小学校（６／１２開催）・七日市小学校（６／２４開催）にて授業の一環として自分たちの使っ

ている水がどこから来て、どのようにきれいにしているのかという水道についての認識を深める事を目的

とした出前講座を行いました !

　この講座では、水道水に薬で色を付けて塩素が含まれているか確認したり、実際に浄水場を見学したり

と様々な体験をしてもらいました。事前に勉強していた内容と、吉賀町の水道施設とを比べたりしながら

しっかりと意欲を持って学ぶ姿は素晴らしいものでした！

水道水に塩素が含まれているか実験して確認しました !

浄水場見学を行いました !

　実験を行い水道水に塩素が入っていることを確認しました。児童達は塩素確認

用の薬を使い水の色が変わる様子を楽しみながら熱心に実験していました。

　実際に施設を訪れ水が作られる様子や過程を見学してもらいました ! 普段見る

ことのできない原水の濁りを調べる機械や停電対策の発電機、配電盤の裏側まで

しっかりと見学をしていただきました !
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手話ってなに？

　手話は、手や指、体の動き、表情を使って視覚的に表現する言語です。ろう者は、手話で物事を考えコミュ

ニケーションを図り、お互いの意思疎通に欠かせない手段として手話を大切に育て発展させてきました。

　しかしながら、過去にはろう者への教育において手話が認められてこなかったことで、手話を使うこと

が許されないことがありました。そのため、ろう者は、日常生活において必要な情報を得ることや意思疎

通を図ることが困難となり、多くの不安や不便さを感じながら生活してきました。

　また、国際連合で採択された「障害者の権利に関する条約」への批准や「障害者基本法」において手話

は言語に含まれることが明記されても、手話が独自の言語であるという認識や、手話への理解が広く社会

に浸透しているとはいえない状況にあると思われます。

映画鑑賞のご案内

　映画「ヒゲの校長」上映会があります。この

映画は大正時代から昭和の戦後にかけて、聞こ

えない子どもたちとろう教師とともに、手話言

語を守ろうと取り組みをされたろう学校校長の

実話をもとに製作されたものです。

　　日にち　２０２４年９月２２日（日曜日）

　　時　間　①１０：００～１２：００

　　　　　　②１４：００～１６：００

　　場　所　グラントワ小ホール（益田市）

　　入場料　大人１０００円

　　　　　　小～高校生５００円

　　　　　　就学前無料

　吉賀町から送迎バスを予定しています。

　詳しくは役場保健福祉課（７７－１１６５）

までお問い合わせください。

　このため、手話及びろう者に対する理解を広め、誰もが尊重し合い、心豊か

に健康で安心して暮らすことのできるまちづくりをめざすため、令和５年３月

に吉賀町手話言語条例が制定されました。

　※ろう者

　　生まれつきや音声言語を獲得するまでに耳が聞こえなくなった聴覚障がい者のことです。耳が聞こえ

　　なくなった時期や環境によって中途失聴者、難聴者と区別したりします。

【ありがとう】

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　少し前かがみになる（頭を下げる）と気持ちが

　　　　　　　　　　　　伝わりやすいです。

　　　　　　　　　　　　　相撲で勝った力士が手刀を切る動作に由来して

　　　　　　　　　　　　います。

①左手の甲に、垂直に立てた

右手を軽くあてる。

②右手を上げる。

よく使われる手話をおぼえてみよう

　この条例の内容は大きく２点あります。

　１点目は、「手話への認識の普及に関する施策を町民のみなさまや保育所、学校、事業所等に協力いた

だきながら推進していく。」というものです。これは、手話の「理解」「普及」のための施策、手話を学ぶ

機会のための施策、手話通訳の確保に分類されそれぞれ推進しています。

　もう１点は「事業所はろう者が利用しやすいサービスを提供するよう努める」というものです。これは

障害者差別解消法の「合理的配慮」にあたります。障害者差別解消法では、障がいのある人に対して正当

な理由なく、障がいを理由として差別することの禁止と、社会にある障壁を取り除くために何らかの対応

を必要としているとの意思が伝えられた時に、負担が重すぎない範囲で対応する「合理的配慮」が求めら

れています。「合理的配慮」は令和３年４月から行政機関が義務化され、民間事業所は令和６年４月から

義務化されました。

　今後条例の内容や手話のことをはじめ様々な障がいや合理的配慮の具体例なども連載していきます。
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保健だより
健康・食育・予防

第１部 環
境
×
食
育
フ
ェ
ア
開
催
！

　

６
月
11
日
に
吉
賀
高
校
で
『
環
境
×
食

育
フ
ェ
ア
２
０
２
４
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
講
演
会
「
添
加
物
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
」、
第
２
部
は
、
吉
賀
町
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会　

食
と
歯
の
部
会
に

よ
る
「
食
」
や
「
環
境
」
に
関
す
る
展
示
・

体
験
ブ
ー
ス
を
設
け
、
参
加
者
に
身
の
回

り
の
食
や
環
境
に
つ
い
て
感
じ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
暑
い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
吉
高
生
徒
と
一
般
参
加
者
で
計

160
名
近
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。講

演　
　
　
　
　

『
添
加
物
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
』

　
　
　
　
　
　
　
　

安
部　

司

　

第
１
部
は
、
食
品
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

安
部
司
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
食

に
関
す
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
「
私
た

ち
の
体
は
、
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
も
の

で
で
き
て
い
る
」と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、

昨
今
の
食
生
活
に
つ
い
て
考
え
る
内
容
で

し
た
。

　

便
利
に
な
っ
た
世
の
中
で
、
現
代
人
は

多
忙
な
毎
日
を
送
り
、
そ
の
た
め
食
事
に

対
し
て
の
考
え
方
も
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
「
安
い
。
簡
単
、
便
利
、
き
れ
い
、

お
い
し
い
」
の
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
る
た
め
、
添
加
物
や
脂
肪
分
、
塩
分
、

糖
分
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
る
食
品
が
販
売

・時代が進み、食べ物に恵まれているけどその

反面体に悪影響を及ぼすことが分かった。

・改めて食育の重要性を強く感じた。自分が食

べ物を変えて生活が良くなったことを実感して

いるので自分自身が継続するとともに周りの人

にも伝えていきたい。

第 1部の感想

　

第
２
部
は
吉
賀
町
健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会　

食
と
歯
の
部
会
に
よ
る
展
示
・
体

験
ブ
ー
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

食
と
歯
の
部
会
の
中
で
、
団
体
の
枠
を

超
え
て
３
つ
の
ブ
ー
ス
で
講
話
・
体
験
・

展
示
を
行
い
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
を
通
じ
て

食
や
環
境
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
、
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

【
有
機
野
菜
を
育
て
て
食
べ
よ
う
】

　

・
有
機
農
業
に
つ
い
て

　

・
Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
た
ぼ
か
し
づ
く
り

　

・
有
機
野
菜
を
使
っ
た
朝
食
、
簡
単
な

　
　

だ
し
の
と
り
方

【
磨
い
て
る
け
ど
磨
け
て
る
？
】

　

・
正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
つ
い
て

　

・
歯
ブ
ラ
シ
の
圧
を
測
る
体
験

　

・
フ
ロ
ス
の
使
い
方

【
野
菜
足
り
て
ま
す
か
？

　
　
　
　
　

～
簡
単
メ
ニ
ュ
ー
紹
介
～
】

　

・
べ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
体
験

　

・
野
菜
を
使
っ
た
簡
単
な
料
理
の
紹
介

さ
れ
、
摂
取
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
危
険
性
に
つ
い
て
も
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
実
際
に
科
学
的
に
作
ら
れ

た
粉
末
エ
キ
ス
や
香
料
を
使
っ
て
食
品
を

実
際
に
作
ら
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も

興
味
深
く
聞
き
入
り
、
自
身
の
食
生
活
を

考
え
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第２部

食
と
環
境
の
展
示
・
体
験
ブ
ー
ス

・歯磨きのやり方を見直す機会となった。畑づくりの方法も

おもしろくて実践するのは難しいけど将来やってみたい。

・有機野菜について、野菜の入ったメニューなど詳しく話を

聞くことができてよかった。

・ジュースにどのくらい砂糖が入っているのかわかりやすく

てよかったし、こんなに砂糖が入っているのかと驚いた。

第２部の感想
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予防コーナー

保健だより
健康・食育・予防

食中毒を予防しましょう

　夏場は腸管出血性大腸菌（Ｏ１５７など）、カンピロバクター、サルモネラ属菌といった細菌が原因と

なる食中毒が発生しやすい時期ですので、要注意です。

○細菌性食中毒予防の３原則

　・細菌を食べ物に「つけない」

　・食べ物に付着した細菌を「増やさない」

　・食べ物や調理器具に付着した細菌を「やっつける」

○家庭での食中毒を防ぐ６つのポイント

・消費期限等を確認して購入。

・冷蔵・冷凍が必要な食品は、買い物の最後に購入。

・肉や魚等は水分が漏れないようにする。

・購入したら早めに帰る。

ポイント１　食品の購入

・冷蔵や冷凍が必要な食品は、持ち帰ったらす

 ぐに冷蔵庫や冷凍庫へ入れる。

・冷蔵庫は詰めすぎ注意（目安は庫内の７割の

 量）。

・冷蔵庫は１０℃以下、冷凍庫は－１５℃以下

 に維持。

ポイント２　家庭での保存

・タオルやふきんは清潔なものを使う。

・こまめに手を洗う。

・生の肉や魚等の汁が、生で食べる物や調理の済ん

 だ食品にかからないようにする。

・生の肉や魚を切った包丁やまな板は、洗って熱湯

 をかけたのち使う。

・冷凍食品等の解凍は冷蔵庫の中や電子レンジで行

 う。

ポイント３　下準備

・まずは手を洗う。

・十分に加熱する。

・電子レンジを使う場合も、電子レンジ用の容

 器、ふたを使い、調理時間に気を付け、熱の

 伝わりにくい物は、時々かき混ぜる。

ポイント４　調理

・食事の前には手を洗う。

・清潔な手で、清潔な器具を使い、清潔な食器に盛

 りつける。

・調理前の食品や調理後の食品は、室温に長く放置

 しない。

ポイント５　食事
・きれいな器具、容器を使って保存する。

・早く冷えるよう、浅い容器に小分けして保存

 する。

・温め直す時も十分に加熱する。目安は７５℃

 以上。

・ちょっとでも怪しいと思ったら、思い切って

 食べずに捨てる。

ポイント６　残った食品

（引用）厚生労働省ＨＰ
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

　
今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

【
夏
休
み
の
読
書
感
想
文
】

　

読
書
感
想
文
を
書
く
た
め
の
本
選
び
は
い
つ
も
頭
を
悩
ま

せ
る
も
の
で
す
。
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
な
ら
と

思
っ
て
も
、
好
み
の
本
に
出
会
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
は
当
館
か
ら
も
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
７
月
か
ら
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
読
書

感
想
文
を
書
く
本
を
課
題
図
書
と
一
緒
に
並
べ
て
い
ま
す
。

展
示
の
本
を
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
小
学
校
低
学
年
向
き
】

　

『
一
さ
つ
の
お
く
り
も
の
』　

森
山　

京　

作

　

『
ス
マ
ホ
を
ひ
ろ
っ
た
に
わ
と
り
』

　
　

ニ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ン
ド　

作

【
小
学
校
中
学
年
向
き
】　

　

『
ふ
し
ぎ
な
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
』

　
　

リ
ー
ザ
＝
マ
リ
ー
・
ブ
ル
ー
ム　

著

　

『
野
球
し
よ
う
ぜ
！
大
谷
翔
平
も
の
が
た
り
』

　
　

と
り
ご
え　

こ
う
じ　

著

【
小
学
校
高
学
年
向
き
】

　

『
ト
イ
レ
を
つ
く
る　

未
来
を
つ
く
る
』　

合
田
法
行　

著

　

『
最
後
の
オ
オ
カ
ミ
』　

マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー
バ
ー
ゴ　

著

　

こ
の
ほ
か
に
も
並
べ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
夏
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
】

　

一
般
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
会
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

　

ご
家
族
や
友
人
な
ど
誘
い
合
っ
て
ご
来
館
下
さ
い
。

〇
日
時　

８
月
３
日
（
土
）　

上
映
時
間　

114
分

　

午
前
の
部
10
時
～　
　

午
後
の
部
13
時
～

〇
作
品　

「
人
生
、
い
ろ
ど
り
」

　

過
疎
地
に
活
気
を
も
た
ら
し
た
実
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た

　

作
品
で
す
。

〇
出
演　

吉
行
和
子
・
富
司
純
子
・
中
尾
ミ
エ
・
藤
竜
也 

他

　

※
ま
た
、
８
月
１
日
と
８
日
に
は
、
こ
ど
も
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
上
映
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
午
前
９
時
半
か
ら
上
映
で
す
。

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２・４の土日は９：００～１６：００
 電話 (０８５６)７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木７９番地

　　≪ベスト・リーダー！６月≫

　　　書　名　　　　　　　著　者

『俺たちの箱根駅伝』　　　池井戸　潤

『異分子の彼女』　　　　　西澤　保彦

『日本一短い手紙　時』　　丸岡文化財団

『あきらめる』　　　　　　山崎ナオコーラ

『花時間　２０２４春夏』　花時間編集部

≪図書館利用状況６月≫

●貸出総数　３２０８冊

●貸出人数　　４３７人

●来館者数　　４８８人

[休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日

・８月１４日～１６日

　　　　　　お盆の休館日

・図書返却ポスト

吉賀町内各公民館前に設置

お
い
し
い
野
外
料
理　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

久
恵

ひ
ろ
さ
ち
や
の
こ
こ
ろ
を
育
て
る　
　
　
　

ひ
ろ　

さ
ち
や

ち
い
さ
な
か
わ
い
い
お
弁
当　
　
　
　
　
　

吉
田　

瑞
子

手
づ
く
り
ジ
ュ
ー
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
野　

妙
子

焚
き
火
と
道
具　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
野　

正
哉

覚
え
て
お
き
た
い
！
暮
ら
し
の
基
本
100　
　

伊
藤　

秀
樹

暮
ら
し
の
折
り
紙
雑
貨　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

真

夜
明
け
前
（
が
一
番
暗
い
）　
　
　
　
　
　

 

内
田　

樹

ま
い
ま
い
つ
ぶ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
木　

嵐

板
上
に
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田　

マ
ハ

植
物
考　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

辰
史

聖
女
の
救
済　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
野　

圭
吾

身
の
ま
わ
り
の
「
危
険
物
の
科
学
」
が
一
冊
で
ま
る
ご
と
わ
か
る　
　

齋
藤　

勝
裕

　

暦
の
上
で
は
秋
で
も
、
ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
続
く
頃
。
旧
暦

で
は
仲
秋
の
頃
に
あ
た
る
た
め
、
季
節
と
し
て
は
秋
に
な
り

ま
す
。
旧
暦
八
月
を
葉
月
と
呼
ぶ
の
は
、
葉
が
繁
る
と
き
と

い
う
意
味
で
は
な
く
、
葉
が
散
り
始
め
る
頃
を
迎
え
る
と
い

う
こ
と
か
ら
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
稲
穂
が
張
る
月
で
あ
る

こ
と
か
ら
「
張
り
月
」
が
転
じ
て
「
葉
月
」
に
な
っ
た
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
「
紅
染
月
」「
月
見
月
」「
秋

風
月
」
と
い
っ
た
異
名
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
仲
秋
を

思
わ
せ
る
趣
が
あ
り
ま
す
。

図
書
室
だ
よ
り
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サンネットにちはら

  ８
月

火
水

木
金

土
・
日

６
時
 ～
　
体
操
の
時
間

６
時
～
２
４
時

ニ
ュ
ー
ス
・
サ
ン
ネ
ッ
ト

(１
時
間
お
き
）

  ニ
ュ
ー
ス
・
サ
ン
ネ
ッ
ト
終
了
後

  ３
・
４
日

  か
の
あ
し
安
全
安
心
だ
よ
り

　
津
和
野
警
察
署
員
が
鹿
足
郡
内

　
の
安
全
安
心
に
関
す
る
情
報
を

　
お
届
け
し
ま
す

９

０
０
  吉
賀
町
人
権
講
演
会

　
　『
自
分
ら
し
くっ
て
何
？
』

　　
　
  講
師
   佐
藤
 み
ど
り
 さ
ん
  テ
ー
マ
 LGBTQ

　
   ２
０
２
４
年
７
月
８
日
収
録

０
０
  考
え
よ
う
 「平
和
」 ２
０
２
４

　
     少
女
た
ち
が
み
つ
め
た
長
崎

≪
１２
日
 ・ ２
６
日
    ９
時
～
 ≫

　
ニ
ュ
ー
ス
 ・ サ
ン
ネ
ッ
ト
 ７
月
総
集
編
 

　
終
了
後
  県
立
中
央
病
院
え
に
し

　
　
　
　
 グ
ラ
ン
ト
ワ
チ
ャ
ン
ネ
ル

０
０
  釣
り
天
国
！
石
見

１５
  探
偵
社
ぶ
ら
り

３
０
  日
本
遺
産
さ
ん
ぽ

４
５
   気
仙
沼
め
っ
け

０
０
  左
鐙
子
供
神
楽
発
表
会

左
鐙
子
供
神
楽
社
中
の
子
ど
も
た
ち
が

練
習
の
成
果
を
発
表
！

今
年
は
木
ノ
口
子
供
神
楽
社
中
も
出
演

し
、迫
力
あ
る
舞
を
披
露
！！

【
出
演
】 左
鐙
子
供
神
楽
社
中

　
　
　
 木
ノ
口
子
供
神
楽
社
中

【
演
目
】 塩
祓
い
、八
幡
、恵
比
須

　
　
　
塵
輪
、天
神
、道
返
し
 （予
定
）

 　
２
０
２
４
年
７
月
１
４
日
収
録

　
左
鐙
公
民
館

≪
 １４
日
  ２
０
時
～
  生
中
継
≫

　
吉
賀
町
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

０
０
  ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

１５
   出
雲
弁
よ
も
や
ま
話

３
０
  く
ゎ
い
だ
ん
   -怪
談
-

４
５
   お
べ
た
わ
！
〇
〇
大
先
生

０
０
  ご
縁
の
国
し
ま
ね
ツ
ア
ー２
０
２
４

　
　
 益
田
大
会

１
０：３
０
 映
画
 『砂
の
器
』 公
開
 5 0 周

年
記
念
講
演
会
  春
日
太
一
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク

≪
  ９
日
  ９
時
～
  、１７

時
～
≫

2024中
国

サ
ッ

カ
ー

リ
ー

グ
ベ

ル
ガ

ロ
ッ

ソ
い

わ
み

 vs バ
ン

メ
ル

鳥
取

１
０

０
０
  手
軽
に
一
品

３
０
  川
上
栄
治
の
益
田
旅

０
０
  出
雲
の
ほ
そ
道

３
０
  島
大
病
院
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
健
康
講
座

１
１

０
０
  釣
り
し
ん
ち
ゃ
い
！

３
０
  登
山
で
頂
き
メ
シ
！

０
０
  お
く
い
ず
も
新
探
訪
～
さ
ら
に
 「奥
」へ
～

１５
   ひ
ら
た
ナ
ビ
 山
ち
ゃ
ん
と
行
く

３
０
  CATV情

報
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
 

１
２

０
０
  ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

１５
   出
雲
弁
よ
も
や
ま
話

３
０
  く
ゎ
い
だ
ん
   -怪
談
-

４
５
   お
べ
た
わ
！
〇
〇
大
先
生

０
０
 雲
南
市
創
作
市
民
演
劇
２
０
２
４

　
    「永
井
隆
物
語
」

長
崎
で
被
爆
し
、
放
射
線
医
療
な
ど
に

尽
力
し
た
故
永
井
隆
博
士
の
一
生
を
描

い
た
創
作
市
民
演
劇

０
０
 津
和
野
高
校
文
化
部
合
同
公
演

　
　
JAM
  the  21 st

　合
唱
部
、吹
奏
楽
部
、
美
術
部

グ
ロ
ー
カ
ル
・
ラ
ボ
に
よ
る
合
同
公
演

≪
 １５
日
  ２
０
時
～
  生
中
継
≫

　
に
ち
は
ら
鮎
ま
つ
り
花
火
大
会

１
４：３
０
   考
え
よ
う
 「平
和
」 ２
０
２
４

　
   　
　
 悲
劇
の
ゼ
ロ
戦
 痕
跡
を
探
し
て

０
０
  釣
り
天
国
！
石
見

１５
  探
偵
社
ぶ
ら
り

３
０
  日
本
遺
産
さ
ん
ぽ

４
５
   気
仙
沼
め
っ
け

１
３

０
０
  出
雲
の
ほ
そ
道

３
０
  島
大
病
院
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
健
康
講
座

０
０
  手
軽
に
一
品

３
０
  川
上
栄
治
の
益
田
旅

１３：３
０
 『砂
の
器
』と
木
次
線
を
語
る
 

読
書
講
演
会

「『
砂
の
器
』と
木
次
線
」を
出
版
し
た
村
田

英
治
さ
ん
が
著
書
の
内
容
を
紹
介
し
、 ふ
る

さ
と
へ
の
想
い
を
語
る

14

０
０
  お
く
い
ず
も
新
探
訪
～
さ
ら
に
 「奥
」へ
～

１５
   ひ
ら
た
ナ
ビ
 山
ち
ゃ
ん
と
行
く

３
０
  CATV情

報
ネ
ッ
ト
し
ま
ね
 

０
０
  釣
り
し
ん
ち
ゃ
い
！

３
０
  登
山
で
頂
き
メ
シ
！

１
５
時
 ～
  体
操
の
時
間

１
７
時
  ～
　
９
時
台
か
ら
の
番
組
を
リ
ピ
ー
ト
放
送

２
０
２
４

番
組

ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

吉
賀
町
人
権
講
演
会
『
自
分
ら
し
く
っ
て
何
？
』

講
師
　
佐
藤
 み
ど
り
 さ
ん

島
根
県
育
ち
松
江
市
在
住
の
LG
BT当

事
者
。
島
根
県
警
の
女

性
警
察
官
と
し
て
１
１
年
勤
務
す
る
も
、こ
の
ま
ま
本
当
の
自
分

を
隠
し
て
生
き
た
く
な
い
と
思
い
、LG
BT当

事
者
で
あ
る
こ
と

を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
生
き
る
こ
と
を
決
意
。令
和
４
年
３
月
に
退

職
し
、
講
演
な
ど
の
LG
BT理

解
啓
発
活
動
や
、オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
コ
ー
チ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い
る

島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
池
村
１
９
９
７
ー
１
　
開
庁
時
間
 平
日
８
：
３
０
～
１
７
：１
５（
土
日
祝
休
み
）
　
TEL 0856-74-2099    HP  https://sn-catv.jp/

サ
ン
ネ
ッ
ト
LINE公

式
ア
カ
ウ
ン
ト

番
組

情
報

な
ど

お
届

け
し

ま
す

！
 ぜ

ひ
友

達
登

録
を

お
願

い
し

ま
す

！

打
上
げ
花
火【
生
中
継
】

　
吉
賀
町
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

８
月
１
４
日（
水
）２
０
時
～

に
ち
は
ら
鮎
ま
つ
り
花
火
大
会

８
月
１
５
日（
木
）２
０
時
～

※
雨
天
等
に
よ
り
中
止
の
場
合
は
通
常
番
組
を
放
送
し
ま
す

※
編
成
の
都
合
上
、
番
組
・
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
 あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

考
え
よ
う「
平
和
」２
０
２
４

◇
 少
女
た
ち
が
み
つ
め
た
長
崎

７
４
年
前
、長
崎
高
等
女
学
校
の
生
徒
の
日
記
が
次
々
と
見
つ
か
っ
て

い
る
。そ
の
体
験
を
受
け
継
ご
う
と
、後
輩
に
あ
た
る
長
崎
西
高
校
の

生
徒
た
ち
が
生
存
者
へ
の
聞
き
取
り
を
始
め
た
。

◇
 悲
願
の
ゼ
ロ
戦
 痕
跡
を
探
し
て

千
葉
県
で
戦
闘
機
の
機
銃
が
発
掘
さ
れ
た
。そ
れ
は
終
戦
を
伝
え
る

玉
音
放
送
の
数
時
間
前
、本
土
防
衛
の
た
め
に
出
撃
し
て
撃
墜
さ
れ

た
ゼ
ロ
戦
の
残
骸
だ
っ
た
。
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《
寄
稿
》

人
生
色
々
、
こ
と
わ
ざ
に
色
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

あ
行
か
ら
・
・
・「
青
は
藍
よ
り
出
で

て
藍
よ
り
青
し
」、
弟
子
が
先
生
よ
り
優

れ
て
い
る
と
言
う
、こ
と
わ
ざ
で
す
。
「
赤

子
の
腕
を
捩
る
」、
抵
抗
す
る
力
の
な
い

赤
ん
坊
の
手
を
捩
る
よ
う
に
自
分
の
思
い

の
ま
ま
に
す
る
こ
と
・・・
ま
ず
二
つ
の「
こ

と
わ
ざ
」
を
紹
介
し
ま
し
た
が
世
の
中
に

は
数
々
の
色
に
例
え
ら
れ
た
言
葉
が
あ
る

も
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
、
こ
と
わ
ざ
の
中
か
ら
拾
い

出
せ
ば
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

先
々
月
号
で
カ
ラ
ス
の
事
を
載
せ
て
も

ら
っ
た
時
に
、「
髪
は
烏
の
濡
れ
羽
色
」

と
言
う
、
黒
く
少
し
青
み
が
か
っ
た
黒
と

い
う
こ
と
か
ら
美
し
い
黒
髪
を
賞
め
る
時

に
使
う
言
葉
を
引
用
さ
せ
て
も
ら
い
・
・
・

そ
れ
を
切
っ
掛
け
に
こ
と
わ
ざ
の
中
に
多

く
の
色
が
有
る
こ
と
を
知
っ
て
一
寸
っ
と

面
白
い
と
思
い
私
の
拙
い
知
識
の
中
か
ら

披
露
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
思
い
書
か
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

又
、
色
が
付
い
て
な
く
て
も
、「
こ
と

わ
ざ
」、「
四
字
熟
語
」
な
ど
色
々
と
調
べ

て
み
た
り
、
ま
た
逆
に
人
か
ら
聞
い
た
こ

と
な
ど
を
、
こ
と
わ
ざ
や
熟
語
に
置
き
換

え
て
考
え
て
見
る
こ
と
で
楽
し
い
こ
と
が

い
く
つ
か
見
つ
か
っ
て
脳
活
に
は
い
い
で

す
よ
！

　

こ
れ
か
ら
も
、
色
に
纏
わ
る
「
こ
と
わ

ざ
」
を
紹
介
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
目
が
疲
れ
た
ら
六
月
の
新

緑
を
見
る
と
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
青

葉
は
目
の
薬
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

世
上
有
名
な
る
幕
末
の
志
士
坂
本
龍
馬

は
大
正
末
期
一
見
識
者
に
よ
り
王
政
復
古

基
因
史
実
の
正
鵠
論
に
よ
り
此
の
世
上
に

顕
わ
れ
知
り
渡
る
前
代
迄
は
一
片
な
る
一

剣
士
志
士
な
る
も
の
と
筆
者
は
解
釈
す
是

と
は
裏
腹
と
も
云
ふ
べ
き
。

　

通
常
何
の
変
哲
も
無
き
生
活
環
境
の
中

で
計
ら
ず
も
偶
然
に
気
転
の
一
つ
で
後
々

迄
も
大
流
行
し
た
も
の
は
極
め
て
多
い
。

抑
々
大
和
国
日
本
は
古
来
よ
り
「
三
種
物
」

を
貴
び
感
動
を
覚
え
同
じ
に
常
々
是
を
誇

り
と
す
る
。
例
え
ば
「
日
本
三
景
」
・
「
御

三
家
」・「
三
大
書
家
」
・
「
三
勇
士
」
・
「
幕

末
の
三
舟
」
等
々
数
多
あ
る
。
事
項
記
述

な
る
も
其
の
一
つ
で
江
戸
期
「
柳
屋
の
お

藤
」・「
高
森
乃
お
仙
」
あ
る
い
は
「
駒
物

屋
の
お
島
」
と
云
ふ
江
戸
三
大
美
人
と
称

す
三
美
人
が
居
た
。
特
に
柳
屋
の
お
藤
様

は
当
世
誉
れ
の
高
い
類
比
無
き
絶
世
美
人

有
り
き
ゆ
え
旗
本
、
御
家
人
衆
等
身
分
旗

頭
連
中
拝
謁
参
上
仕
う
奉
る
も
の
。
現
世

御
当
地
に
て
も
此
の
様
な
る
御
人
方
が
存

在
よ
っ
て
当
時
村
の
青
年
達
の
あ
こ
が
れ

の
的
な
る
ゆ
え
に
当
方
意
志
疎
通
着
目
を

期
し
計
か
ら
む
と
是
等
の
青
年
等
は
各
々

種
々
様
々
な
る
趣
向
を
凝
ら
す
も
内
一
人

の
青
年
が
ふ
と
し
た
事
か
ら
是
は
正
し
く

「
渡
り
に
舟
」
や
の
機
転
境
地
に
て
当
節

都
市
部
に
於
い
て
大
流
行
の
「
マ
ン
ボ
ズ

ボ
ン
」
を
取
り
入
れ
し
気
を
吐
い
た
。
此

の
期
は
あ
た
か
も
「
ペ
レ
ス
プ
ラ
ー
ド
楽

団
」
が
来
演
世
は
何
も
か
も
「
マ
ン
ボ
マ

ン
ボ
ヘ
イ
マ
ン
ボ
」
の
期
よ
っ
て
当
地
方

に
マ
ン
ボ
ズ
ボ
ン
が
一
時
大
流
行
極
め

た
。
又
、
其
の
源
基
を
正
せ
ば
此
の
マ
ン

ボ
ズ
ボ
ン
は
奇
し
く
も
因
果
の
念
近
隣
錦

町
有
志
方
よ
り
入
手
な
り
し
も
の
同
時
期

若
者
の
髪
型
も
「
慎
太
郎
刈
り
」
や
小
説

「
太
陽
の
季
節
」
に
て
、
あ
か
ら
さ
ま
に「
太

陽
族
」
成
る
者
が
当
世
一
世
風
靡
を
な
す
、

昭
和
二
十
年
代
後
半
時
の
過
ぎ
去
り
し
あ

り
し
日
の
世
相
が
甦
る
真
夏
の
夜
半
で
は

あ
る
。

　

《
寄
稿
》

昭
和
時
代
の
高
津
川
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

　

高
津
川
の
水
源
と
言
え
ば
、
六
月
十
六

日
に
あ
っ
た
吉
賀
町
田
野
原
の
水
源
公

園
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
中
断
さ
れ
、
五
年
ぶ

り
に
再
開
さ
れ
、
藁
で
作
っ
た
竜
を
池
で

暴
れ
さ
せ
る
雨
乞
の
神
事
で
す
。

　

二
十
年
前
、
広
島
の
病
院
に
入
院
し
た

こ
と
が
あ
り
、
雄
叫
び
を
あ
げ
竜
を
池
で

暴
れ
さ
せ
る
雨
乞
の
神
事
を
見
た
と
言
っ

て
、
紳
士
が
私
の
病
棟
に
来
た
こ
と
が
あ

り
、
樹
齢
千
年
を
超
え
る
一
本
杉
に
竜
を

巻
き
付
け
る
神
事
を
見
た
と
い
う
の
で

す
。

　

一
九
六
二
年
の
夜
、
暴
風
と
大
雨
で
川

が
氾
濫
し
、
屋
根
の
藁
は
飛
び
、
竹
で
組

ん
だ
隙
間
か
ら
空
が
見
え
、
数
軒
が
大
風

に
も
ろ
く
頓
挫
し
、
氾
濫
し
た
上
流
か
ら

道
面
屋
敷
に
似
た
家
と
大
き
な
古
木
が
一

緒
に
橋
に
ぶ
つ
か
り
、橋
は
真
二
つ
折
れ
、

濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
、
老
婆
は
泣
い
て
見

る
外
は
な
い
。
田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
「
お

お
い
ぜ
」
は
見
る
影
も
な
い
。
月
瀬
の
川

は
二
つ
に
別
れ
、
道
路
側
は
水
の
瀬
音
を

た
て
て
流
れ
、
報
国
寺
の
反
対
は
益
田
農

林
学
校
柿
木
分
校
の
畠
で
、
そ
の
向
の
川

で
亡
夫
が
水
に
潜
っ
て
鮎
を
取
っ
た
も
の

で
す
。

　

月
瀬
の
川
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
業
者
の

資
材
置
に
変
わ
り
、
柿
木
分
校
の
畠
は
、

は
と
の
湯
、
保
育
園
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

施
設
、
飲
食
店
に
変
わ
り
、
高
津
川
流
域

は
セ
メ
ン
ト
と
変
化
し
、
中
の
川
は
葦
の

草
で
昔
の
面
影
は
全
然
な
し
。
何
十
年
先

は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。

ちょうみんひろば
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在
よ
っ
て
当
時
村
の
青
年
達
の
あ
こ
が
れ

の
的
な
る
ゆ
え
に
当
方
意
志
疎
通
着
目
を

期
し
計
か
ら
む
と
是
等
の
青
年
等
は
各
々

種
々
様
々
な
る
趣
向
を
凝
ら
す
も
内
一
人

の
青
年
が
ふ
と
し
た
事
か
ら
是
は
正
し
く

「
渡
り
に
舟
」
や
の
機
転
境
地
に
て
当
節

都
市
部
に
於
い
て
大
流
行
の
「
マ
ン
ボ
ズ

ボ
ン
」
を
取
り
入
れ
し
気
を
吐
い
た
。
此

の
期
は
あ
た
か
も
「
ペ
レ
ス
プ
ラ
ー
ド
楽

団
」
が
来
演
世
は
何
も
か
も
「
マ
ン
ボ
マ

ン
ボ
ヘ
イ
マ
ン
ボ
」
の
期
よ
っ
て
当
地
方

に
マ
ン
ボ
ズ
ボ
ン
が
一
時
大
流
行
極
め

た
。
又
、
其
の
源
基
を
正
せ
ば
此
の
マ
ン

ボ
ズ
ボ
ン
は
奇
し
く
も
因
果
の
念
近
隣
錦

町
有
志
方
よ
り
入
手
な
り
し
も
の
同
時
期

若
者
の
髪
型
も
「
慎
太
郎
刈
り
」
や
小
説

「
太
陽
の
季
節
」
に
て
、
あ
か
ら
さ
ま
に「
太

陽
族
」
成
る
者
が
当
世
一
世
風
靡
を
な
す
、

昭
和
二
十
年
代
後
半
時
の
過
ぎ
去
り
し
あ

り
し
日
の
世
相
が
甦
る
真
夏
の
夜
半
で
は

あ
る
。

　

《
寄
稿
》

昭
和
時
代
の
高
津
川
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

　

高
津
川
の
水
源
と
言
え
ば
、
六
月
十
六

日
に
あ
っ
た
吉
賀
町
田
野
原
の
水
源
公

園
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
中
断
さ
れ
、
五
年
ぶ

り
に
再
開
さ
れ
、
藁
で
作
っ
た
竜
を
池
で

暴
れ
さ
せ
る
雨
乞
の
神
事
で
す
。

　

二
十
年
前
、
広
島
の
病
院
に
入
院
し
た

こ
と
が
あ
り
、
雄
叫
び
を
あ
げ
竜
を
池
で

ちょうみんひろば
　

《
俳
句
》

飯
一
粒
蟻
に
分
け
や
る
野
辺
の
昼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

遠
目
に
も
父
の
植
え
た
る
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

ま
だ
直
す
原
稿
を
待
ち
端
居
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

串
の
鮎
一
口
毎
に
清
流
の
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

髪
切
れ
ば
「
せ
ん
せ
か
わ
い
」
と
子
ら
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

鮎
の
宿
ド
ア
を
開
け
れ
ば
直
ぐ
畳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

老
病
の
体
験
中
や
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

歌
神
の
里
の
水
辺
に
鹿
の
子
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

露
雨
や
夜
の
し
じ
ま
に
泣
く
蛙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

燃
え
る
赤
夾
竹
桃
に
元
気
も
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　

《
川
柳
》

退
職
の
妻
は
ス
ポ
ー
ツ
週
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

い
や
な
雨
肥
料
に
も
な
る
時
々
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

征
く
年
が
若
葉
の
み
ど
り
重
ね
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

山
々
に
青
々
と
し
た
若
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

巫
女
さ
ん
も
思
わ
ず
微
笑
む
若
葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

。

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く

　

だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢

　

字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

　

い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載

　

し
ま
す
が
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範

　

囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ

　

い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い

　

た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

吉賀町の人口・世帯数
（令和 6年 6月 30 日現在）

 人　口　5,596 人　(-13)
 　男　　2,693 人　(- 7)
 　女　　2,903 人　(- 6)
 世帯数　2,959 世帯(-13)
　　　　（　）内は前月との比較

ラ
ン
ド
セ
ル
に
熊
よ
け
の
鈴
カ
ラ
ン
カ
ラ
ン

　

今
日
は
元
気
ね
音
が
は
ね
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
原　

常
代

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
６
月
届
出
）

　

亀
崎　

蒼
介
（
そ
う
す
け
）
さ
ん

　
　
　
　

純
一
・
里
佳
さ
ん
の
子　
　

六
日
市

　

森　

彩
望
（
あ
や
み
）
さ
ん

　
　
　

拓
真
・
智
美
さ
ん
の
子　
　
　

下
須

　

村
上　

嘉
愛
（
か
い
と
）
さ
ん

　
　
　
　

太
悟
・
東
子
さ
ん
の
子　
　

抜
月

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
６
月
届
出
）

　

有
田　

ト
ヨ
子　

さ
ん　

100
歳　
　

六
日
市

　

香
川　

妙
子　
　

さ
ん　

76
歳　
　

七
日
市

　

田
中　

惠
津　
　

さ
ん　

75
歳　
　

六
日
市

　

讃
井　

武
子　
　

さ
ん　

92
歳　
　

田
野
原

　

田
中　

茂
男　
　

さ
ん　

89
歳　
　

柿
木

　

岡
村　

京
子　
　

さ
ん　

77
歳　
　

六
日
市

　

濱
田　

明　
　
　

さ
ん　

95
歳　
　

沢
田

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

孫
帰
り
若
葉
マ
ー
ク
で
ド
ラ
イ
ブ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

若
葉
か
ら
青
葉
に
変
わ
り
今
老
婆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

雨
に
濡
れ
若
葉
の
緑
目
に
ま
ぶ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

私
に
も
若
葉
の
こ
ろ
が
あ
っ
た
は
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

ゆ
っ
く
り
と
風
を
ひ
ろ
げ
て
若
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

茶
毒
蛾
が
茶
の
葉
む
さ
ほ
り
葉
が
消
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

茶
葉
を
摘
み
炒
る
は
姐
さ
ま
揉
む
は
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

　

《
短
歌
》

一
日
の
目
標
や
っ
と
終
え
ま
し
た

　

揺
れ
る
コ
デ
マ
リ
一
人
眺
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

老
い
友
と
あ
の
日
あ
の
頃
を
回
想
し

　

小
さ
な
集
い
笑
顔
で
又
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
己
子

才
女
逝
く
美
人
薄
命
そ
の
ま
ま
に

　

破
顔
一
笑
永
久
に
残
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

盛
太
ヶ
岳
と
鈴
ノ
大
谷
連
山
に

　

見
守
ら
れ
て
の
農
と
謝
す
る
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

滝
一
度
見
る
事
出
来
た
若
き
頃

　

今
で
は
で
き
ぬ
あ
の
滝
の
音
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